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第１章　紀伊丹生川ダム計画
　　　　の経緯
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紀伊丹生川ダム建設審議委員会
審議委員会に提出した資料を配布させていただいております。



紀伊丹生川ダム建設審議委員会の意見
審議委員会より「ダム事業は妥当」との意見を頂きました。



意見書における付帯意見（１） 利水

「和歌山市及び大阪府両自治体は、社会情

勢の変化に応じて、水需要予測について見

直しを含めて更に綿密な調査・検討を行う

とともに、利用者の節水意識を高めるため

の更なる方策も講ずるべきである。」

  



意見書における付帯意見（２） 環境

「動植物等に与える影響を最小限にとどめ

るべく、より広い周辺地域や工事中の影響

に関しても、引き続き更に綿密な調査・検

討を行い、環境保全に万全を期するように

望む。」

  



近畿地方建設局の取り組み（１） 
審議委員会の意見を受け、近畿地方建設局の今後の方針を公表しました。 

環境影響評価法に基づく環境アセスメント 
の手続きを進めます。 

 .

綿密な環境調査・検討を行い環境保全に万 
全を期します。生態系回復の観点から関係 
機関と連携して、ダム貯水池周辺の森林整 
備について取り組みます。 

.

文化財保護法、自然公園法等の諸手続きに 
ついて、適切な時期に進めます。 

 .
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近畿地方建設局の取り組み（２） 

水没地関係者の生活再建は勿論のこと、地 
域振興策について関係機関と密接に連携・ 
調整しつつ、事業者として積極的に取り組 
みます。 

4.

堤防整備など紀の川の治水対策を、引き続 
き促進します。 

5.
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